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対応 :1. 週に 1回の看護相談で話しをじっくり聴
く．2.関連医療者との調整をして同病者のいる病棟
転科の希望を実現する．3.患者自身が気分，症状，対
処について記録し，日常生活のセルフコントロール能
力の向上を図る．
結果 :1. 乳腺外科の医師の調整で転科ができ，「乳
がんと告知されてから初めて泣くことが出来た」と話
され，同病の患者との出会いもあり精神的に安定し，抗
不安薬・睡眠剤の服用が大幅に減少した．2.症状・対
処についての記録を相談者に報告し，症状のコント
ロールが出来るようになった．3.家庭での役割，職場
復帰への意欲を持ち病気と共に，自分主体で生きたい
と話された．
本事例は，再発転移への恐怖，同室患者から攻撃さ
れたと感じる事により危機に陥っている状況と考えら
れたので，危機に陥った人が辿る過程に焦点をあてた
S.L.Finkの 4段階の「危機モデル」を活用しました．
第1，2の衝撃，防御的退行の段階は，A.H.Maslowの
動機づけ理論にもとづいて，患者の話をじっくり聴く
事で不安を受け止め，脅威に感じている場所から遠ざ
け，患者の希望に添うことにより，安全を確保したこ
とで精神的に安定していかれました．次第に，日記帳
を活用し，生活の自己管理，社会資源の活用等を行う
ようになり第3の承認の段階を経て，社会復帰への意
欲を持つなど第4の適応の段階にすすむことが出来た
と考えられます．
事後の看護相談に関する感想は，相談者に会わな
かったらどうなっていたか分かりません．患者が希望
している時は，前を向いているのだから，応援して欲
しい．患者同士で支え合うシステムをのぞむと言う内
容でした．
―再発・治療が困難になったときの援助―
再発・治療が困難になったときは，集学的治療から
緩和医療に転換する事について，十分な IC提供をし，
残された時間をその人らしく生きることができるよう
に支援する事が重要です．
私たちが行った終末期患者の緩和ケアの実態調査結
果は，一般病棟では，患者・家族への予後についての
ICが不十分であり，残された時間の過ごし方を意志決
定できず，心身の苦痛へのケアも不十分で，家族は，患
者の急変に戸惑い，後悔の気持ちを強く残していまし
た．
一方，ホスピス病棟では，患者の死期を予測し，チー
ム医療による心身両面の緩和ケアにより，患者の最後
の望みが叶えられ，安らかな死を迎え，家族は心の満
足を得ていました．多くの患者が看取られる一般病棟
でもQOLに配慮しその人らしい最後が迎えられるよ
うに，効果的なチーム医療と，計画的な看護が求めら
れています．
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がんとの共生への支援活動
現在がんの早期発見，治療技術の進歩などによりが
んと共に生きていく人々が増加し，患者・家族自らが，
がんを抱えながら，その人らしく人生を充実して生き
れるように，情報提供，患者同士の交流などの「共生
への支援」が求められており，その目的の為に2つの
活動を行っています．
1つは，平成20年 3月に「けんこう情報館」内に地
域連携センターとがんプロフェッショナル養成コース
の協力を得て「図書コーナー」を開設する事ができま
した．利用者のアンケート結果は，とても役に立った，
役に立ったの合計が 95%で，ほとんどの利用者に満足
を頂いております．
2つめは，がん患者・家族支援に関心を持っている
方々と有志で，平成21年 3月から「宮城がん患者支援
の会」を開く事になりました．このような支援の会の
活動が，活発になり，最終的には，患者，家族の方が
ご自分たちで運営していけるようになることを期待し
ています．
これまで述べましたように，がん患者，家族の方々
の医療に対するニーズは，複雑かつ多様化しており，質
の高いがん看護を提供する看護者が求められていま
す．
平成19 年 4月東北大学大学院保健学専攻に，高度専
門職業人を育成する分野の一つとして，「がん看護学分
野」がスタートしました．看護師のみなさんの臨床経
験を生かし，保健学専攻「がん看護学分野」に挑戦さ
れますように願っています．
誰でもが，がん患者・家族になる可能性があるこの
時代，自分の家族であったならと言う気持ちで，その
心に寄り添う看護を，今後も目ざしていきたいと思っ
ています．
とりとめのない話しになりましたが，此まで支えて
頂いた多くの方々のお陰で，本日を迎えることが出来
ました．又，このような貴重な機会を与えて頂きまし
た関係者の方々に，心から感謝申し上げます．
ありがとうございました．
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